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１．研究計画の概要 

本プロジェクトに関連してすでに活動を
開始している「自然体験学習実践研究会」に
自然保護教育や自然体験キャンプなどで取
り組まれてきた手法を積極的に位置づけ、そ
の評価を通して自然体験学習に関わる指導
者養成のあり方を体系的に提起することを
目標としている。 

(1)中間報告書で提示された自然体験学習
系環境教育の指導者養成カリキュラムの策
定に関する研究の成果を踏まえて、(2)カリキ
ュラム策定の前提となる科学教育との融合
化を自然保護教育で多く取り組まれてきた
自然観察の手法と体験学習の方法との関係
に焦点化して研究を深め、(3)日中韓 3 カ国指
導者要請の追跡調査を行うことで、(4)自然体
験学習の指導者養成システムに関する体系
的・総合的な枠組みを提起する。 

 

２．研究の進捗状況 

当該課題研究の当初計画では、「自然体験
学習実践研究会」を中心に、研究統括グルー
プのもとで指導評価グループと自然観察―
自然体験グループがそれぞれの研究成果を、
それぞれの関連学会（環境教育学会及び科学
教育学会など）で発表するとともにラウンド
テーブルなどで議論を深めることであった。
こうした研究の成果を、第 3 号『自然体験学
習・自然保護教育の指導者養成』（H23 予定）
として刊行する計画となっている。なお、こ
れまでの成果として、博物館学芸員や教員、
保育士、山村留学卒業生など多様な主体の指
導者養成の実態と課題が明らかになったほ
か、とくに北海道厚岸町の霧多布湿原を中心
とした教員・湿原センター職員に関する実証
的な研究を通して指導者養成カリキュラム

及びシステムの基本的枠組みが提起されて
いる。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

（理由） 

 自然体験学習実践研究会を中心に、『自然
体験学習実験研究』等の形で着実に研究成果
を形にしてきたが、当初計画にあったいくつ
かの団体の事情によって指導者養成モデル
の試行にはいたっていない．とはいえ、それ
ぞれの国や地域の風土・文化のちがいによる
独自の指導者養成のあり方の意義が明らか
となった．一部の計画変更を伴ったとはいえ、
研究そのものとして重要な知見が得られて
いると評価される． 
 
４．今後の研究の推進方策 
当該研究課題に関する研究は順調に進ん

でいる。本プロジェクトを進める過程で調査
を行った国内外の事例から自然体験学習が
生物多様性教育として構想され、実践されて
いることがわかった。また、今回の COP10 で
は「名古屋議定書」と「名古屋ターゲット」
の採択が期待されており、生物多様性をめぐ
る問題の中で生物多様性教育の担い手（指導
者）の養成が喫緊の課題となっている。生物
多様性教育の指導者養成システムを策定す
るにあたって、これまでの研究成果を踏まえ
た研究が求められており、当該研究計画を再
構築した新たな課題による申請が必要であ
ると考えるに至った。 
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